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	応用
	抗原情報
	背景
	PLK1は、中心体成熟の開始に極めて重要です。ポロ様キナーゼ（PLK）は、細胞周期の進行、有糸分裂、細胞質分裂、およびDNA損傷応答の重要な制御因子である4つのセリン/スレオニンタンパク質キナーゼのファミリーです。PLK1、-2、-3は普遍的に発現していますが、PLK4は精巣や胸腺などのいくつかの組織に限定されています。PLK1、-2、-4のmRNAおよびタンパク質発現は、細胞周期の進行中に協調的に制御されますが、PLK3のレベルは他の3つのファミリーメンバーとは独立しています。さらに、PLK3はPLK1、-2、-4よりもはるかに安定したタンパク質です。PLK1はこのファミリーの中で最もよく特徴付けられたメンバーであり、細胞の有糸分裂の進行を強く促進します。有糸分裂のさまざまな段階で、PLK1は中心体、動原体、中心紡錘体に局在します。 PLKは様々なヒト癌において制御不全に陥っています。PLK1の過剰発現は細胞増殖および予後不良と相関しています。PLK2およびPLK3は、チェックポイントを介した細胞周期停止に関与し、遺伝的安定性を確保します。これらの酵素の機能喪失変異は、がん化につながる可能性があります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PLK1マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。

